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Abstract

組換え型第VIII因子濃縮製剤によって治療されている国内血友病患者におけ
るHIV感染に関する検査および臨床マーカー
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　1993年 10月の初めから約 6カ月間にわたり，大

部分のカナダ人血友病A患者は血漿由来の中間純度

第VIII因子濃縮製剤（ipVIII）から組換え型第VIII因子

（rVIII）に変更された。HIV感染の進行にこの変更が

どのような結果をもたらしたかを確認するために，

濃縮製剤を変更した時点でHIV血清陽性であった患

者の臨床的状態およびCD4およびCD8細胞数に関

する調査データを集めた。データの記録は変更時点，

その後2年間は毎年行った。また変更の1年前のデー

タもレトロスペクティブに記録した。試験期間中に

CD4細胞は有意に減少した。多重直接比較検討によ

り，この減少は患者が中間純度第VIII因子濃縮製剤を
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使用していた最終年を含む期間に限られていること

が明らかとなった。rVIIIのみが使用されていた2年間

では，CD4細胞の有意な減少はみられなかった。

CD4細胞の変化は ipVIIIまたは rVIIIの投与日数の長さ

とは関連していなかった。なお，CD8細胞は試験期

間中に有意に減少することはなかった。rVIIIが使用

されていた2年間に，死亡頻度または臨床症状の進

行の明らかな軽減はみられなかった。しかし，rVIII開

始後CD4細胞数が安定する傾向がみられたことは，

それに対応してこれ以降，臨床的にも安定するので

はないかと期待される。


